〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１号
　平成２４年２月１５日第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
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平成２４年第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
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　日程第４　議案第１号　坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
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　日程第５　議案第２号　坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　　
　日程第６　議案第３号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　
　日程第７　議案第４号　平成２３年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件　　
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　日程第10　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前１０時００分開会
　出席議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充
　　　　　７番　　　吉　　岡　　修　　二　　　　　　　　　８番　　　石　　川　　　　　清
　欠席議員（なし）
　説明のための出席者
　　　管理者　　　伊　　利　　　　　仁　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗
　　　会　　計
　　　　　　　　　　市　　川　　なお美　　　　　　　消防長　　　石　　井　　利　　幸
　　　管理者
　　　次　　長　　　田　　畑　　美紀雄　　　　　　　次　　長　　　斉　　藤　　幸　　憲
　　　庶務課長　　　加　　藤　　公　　司　　　　　　　予防課長　　　長　　澤　　之　　幸
　　　警防課長　　　宇津木　　三十夫　　　　　　　指令課長　　　長谷川　　正　　夫
　　　坂　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　小　　川　　泰　　人　　　　　　　　　　　　　　小　　島　　一　　男
　　　消防署長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署長
　　　監査委員　　　小　　室　　利　　夫
　事務局職員出席者
　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　齊　　藤　　清　　巳
　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司　　　　　　　書　　記　　　林　　　　　辰　　哉
　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）
〇水村義篤議長　議員の皆さん、おはようございます。
　　現在の出席議員、８人全員でございます。
　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　議事に先立ちまして、一言ごあいさつを申し上げます。
　　本日、平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対し、厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、ご多用の中、管理者、副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、御礼を申し上げる次第であります。
　　本日は、「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ５議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますとともに、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のごあいさつといたします。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇水村義篤議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇水村義篤議長　直ちに本日の議事に入ります。
　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において
　　２　番　　松　　村　　和　　子　議員
　　３　番　　内　　野　　嘉　　広　議員
　の両議員を指名いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇水村義篤議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。
　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）
〇水村義篤議長　日程第３・「諸報告」をいたします。
　　はじめに、監査委員より平成23年10月分から12月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。
　　以上で諸報告を終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第５号の一括上程について
〇水村義篤議長　お諮りいたします。
　　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第５号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」までを一括議題とすることにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、そのように決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第５号の一括上程、説明
〇水村義篤議長　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第５号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」までを一括議題といたします。
　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　提案理由の説明を求めます。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議員の皆さん、おはようございます。
　　本日ここに、平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれましては、それぞれ３月市議会の時期を迎え、極めてご多用の中にもかかわりませず、全員の方のご出席をいただき、重要案件のご審議をいただきますことは、当組合発展のためまことに喜びにたえないところであり、衷心より厚く御礼を申し上げます。
　　平成23年度も第４・四半期を終えようといたしておりますが、当初計画をいたしておりました各種の事務事業もおおむね順調に進捗をいたしております。残る主な事業は、２月17日に行われます消防総合訓練及び３月１日から７日まで行われます「春の全国火災予防運動」並びに実火災を想定して３月４日に坂戸市立若宮中学校で行われます「坂戸市消防団消防演習」のみとなりました。これもひとえに議員各位をはじめ市民皆様方のご支援とご協力のたまものでありまして、深く感謝を申し上げる次第であります。
　　今期定例会におきましては、「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ、組合行政推進の上で必要欠くべからざる案件を提出したものであります。
　　それでは、ただいま議題となっております議案第１号から議案第５号までの５件につきまして、一括して提案理由のご説明を申し上げます。
　　まず、議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、「障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」による障害者自立支援法の一部改正等に伴い、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、「危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令」により、「地方公共団体の手数料の標準に関する政令」が平成23年12月21日に公布されたことに伴い、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第３号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、「危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令」が平成23年12月21日に公布されたことに伴い、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第４号・「平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」でありますが、年度末となり、事業費等が確定いたしましたので、組合債の限度額を変更する等、所要の措置を行うことに伴い、歳入歳出それぞれ4,032万円を減額し、歳入歳出予算の総額を22億6,702万6,000円にしようとするものであります。
　　主な内容について申し上げますと、歳出につきましては、各歳出科目の事業費等の確定に伴い、不用額が見込まれるものにつきまして減額措置を行うことといたしました。なお、歳出に見合う財源といたしましては、坂戸・鶴ヶ島両市からの負担金の減額及び組合債の確定による財源更正で収支の均衡を図った次第であります。
　　次に、議案第５号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」でありますが、平成24年度一般会計予算につきましては、本組合の構成市であります坂戸市及び鶴ヶ島市を取り巻く極めて厳しい財政状況を十分認識し、財政の健全性を堅持しつつ、市民生活の安心・安全を確保するため、災害に強いまちづくりの実現を目指して、総合的で広範囲にわたる消防防災体制の整備確立を図るため、事務事業を計画的に執行することを基本とし、予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ24億3,149万6,000円といたしました。これは、前年度当初予算と比較いたしますと１億2,435万円の増となっております。
　　はじめに、歳出予算計上額の主な内容につきまして申し上げますと、まず議会費及び監査委員費につきましては、報酬のほか一般経常的経費を計上するとともに、一般管理費につきましては、組合の財産管理上必要とする経費及び事務執行に要する経費が主な内容であります。
　　次に、常備消防費につきましては、職員の給与費と職員研修事業、その他事務・事業の執行上必要な経常的経費でありますが、24年度も23年度に引き続き、市民参加による防災意識の普及・高揚を図るため、防火・防災講習会の開催、ひとり暮らし・寝たきり高齢者宅の防火指導をはじめ、火災による死傷者の大半を占める住宅火災を未然に防止するため、住宅用火災警報器の設置促進事業及び住宅防火モデル地区指定事業を推進するとともに、事業所を対象とした防火対象物・危険物施設等の防火査察を実施し、火災予防の推進を図ってまいります。
　　また、救命率の向上を図る目的から、救急救命研修所へ２名の職員を派遣し、資格取得の促進を図るとともに、気管挿管・薬剤投与など救命士の処置範囲の拡大に伴う研修等に派遣し、高度救急体制の充実強化に努めてまいります。さらに、市民・学校・事業所等を対象としたＡＥＤの取り扱い方法を含む救命講習等、応急手当ての普及啓発事業を積極的に推進してまいります。
　　次に、非常備消防費の坂戸市消防団費及び鶴ヶ島市消防団費でありますが、主なものは団員の報酬のほか団の運営に要する経費でありますが、来年度は、今回の東日本大震災時の消防団活動に際し、通信が途絶えた教訓を生かし、坂戸市及び鶴ヶ島市の両消防団の各部に１台、デジタル式トランシーバーを配置いたします。
　　次に、常備消防施設費におきましては、地域住民の安全を確保すべく、現有資機材の有効活用を図りながら消防需要の増大に的確に対処するため、来年度は消防本部の指令車の更新及び鶴ヶ島消防署の屈折はしご付消防自動車を更新配備するとともに高機能消防指令センターの指令装置等の部分更新を行い、さらなる消防力の強化を目指します。
　　また、施設関係におきましては、坂戸消防署西分署の外壁の改修工事をはじめ、鶴ヶ島消防署の女性用浴室等の設置工事を行います。
　　次に、坂戸市消防施設費におきましては、入西分団第１部の消防ポンプ自動車を更新配備することをはじめ、40立方メートル級耐震性貯水槽２基分の新設工事費等のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金等であります。
　　次に、鶴ヶ島市消防施設費におきましては、40立方メートル級耐震性貯水槽２基分の新設工事費、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金等であります。
　　これらに見合う歳入といたしましては、坂戸市及び鶴ヶ島市の負担金が主でありますが、その他、組合債、繰越金等を計上し、収支の均衡を図った次第であります。
　　以上、平成24年度予算の主な内容を申し上げましたが、必要最小限の経費をもって効率的な財政運営を図ることを基本とし、消防施設の計画的充実と消防職・団員の資質の向上に努め、消防防災体制を整備・確立してまいりたいと存じます。
　　以上、議案第１号から議案第５号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
〇水村義篤議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。
　　最初に、日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第１号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第２号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第５・議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第２号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第３号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第６・議案第３号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村。議案第３号につきまして質疑をいたします。
　　この議案なのですけれども、非常に今回の震災で危険だということで、新規対象とするということで一定の対象が広がるわけですけれども、こうした関係のものというのはこの組合の中にあるのかどうかということだけ確認しておきたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　長澤予防課長、答弁。
〇長澤之幸予防課長　火災予防条例の一部の改正に伴います過酸化水素付加物ですか、この品目が当管内にあるかということに対しましてお答えいたします。
　　当管内には、炭酸ナトリウム過酸化水素付加物につきましては、現在のところ確認してございません。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第３号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第４号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第７・議案第４号・「平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　１点質疑をいたします。
　　ページ的には、11ページの関連です。目２坂戸市消防施設費及び目３の坂戸市消防施設費の防火水槽新設工事の関係です。これまで、この時期、２月議会ですけれども、補正で国庫補助金がいつも計上されました。これを見ますと、２番の坂戸市の防火水槽及び鶴ヶ島市の防火水槽、いずれも国庫支出金が入っていないわけです。この理由について１点お伺いします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　国庫補助金がつかなかった理由についてでございますが、消防組合で設置いたします40立方メートル級耐震性貯水槽につきましては、本年度でございますが、県に問い合わせたところ、一番の理由は、総務省消防庁の消防防災施設整備費補助金が今年度、別の予算に振り分けられ、約７割という大幅に減額されたことによる影響ではないかとのことでございます。なお、埼玉県ではこの補助金はどこにもつきませんでした。
　　以上です。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　ちょうど私、６年目になるのですけれども、毎年確実についていたというふうに記憶をしております。別な予算にとられるという大幅減額ということですけれども、その内容と、来年度、当然これからやる予算というのは24年度の関係ですけれども、見通しについてはどのように考えているのかお伺いします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　はじめに、国庫補助金が大幅に減額になりました関係でございますが、東日本大震災発生前の消防庁における平成23年度予算概算要求の時点で、現政権の政策の元気な日本復活特別枠に振り分けられたというように聞いております。
　　次に、来年度の国庫補助金についてでございますが、消防庁の予算案概要によりますと、40立方メートル級耐震性貯水槽が該当する消防防災施設整備費補助金につきましては、約７割減となりました今年度とほぼ同様ということでございます。しかしながら、引き続き要望してまいります。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　３度までですが、１点だけ。
　　そうすると、大震災が起きたから、今回のはちょっとないのだよということではないというふうな答弁かなというふうに思うのです。そうすると、来年度、７割減ということで、当然要望はしておかなければいけないのですけれども、これだと来年度も出てこないというふうに思えてしまうのですけれども、大震災の関係で補助金が出なかったということではないのですね。その辺だけお聞きします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　大震災につきましては、その発生前に既に平成23年度予算概算要求の時点で大幅に減額になっておりましたので、大震災とは直接関係がないと考えております。来年度につきましても、県にも問い合わせたのですが、何とも言えないということでございます。
　　以上です。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子です。議案第４号　平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）につきまして２点ほど質疑を行います。
　　まず最初に、７ページの歳入のほうなのですけれども、これは消防費として補正額670万円ということで低くなっているのですけれども、その理由と、それから歳出のほうでは、公債費、ただいま枠を定めたとか管理者のほうから言われたのですけれども、この公債費も197万8,000円の減額ということで、大体歳入の主なものは両市の負担金ですけれども、こうしたものが減った理由というのを伺っておきたいと思います。
　　もう一つは、今新井議員からも質疑がございました国の補助金、国の負担金が、震災があったら増やすのが本来ですけれども、元気な日本政策の特別枠にいったから減るのだということで、その特別枠から引き出せなかったのかどうかというのがすごく疑問なのですけれども、それが１つと、それとあわせて、東日本災害特別援助隊を組んで今回派遣をしました、この予算内で。そうした派遣の経費については国が見ますということで答弁がございました。何月議会かちょっと忘れましたけれども、とにかくことしの、さきの議会、その前の議会にあったわけですが、その予算も一切来ていないのです。やっぱり、でも、決算というか、この年度内のもう最終の議会ですから、そういったものが当然国から見込まれて入るというのが本来ではないかというふうに思ったのですけれども、この点はどうして来なかったのかということで伺っておきたいと思います。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　数点にわたりますご質問の庶務関係についてお答え申し上げます。
　　はじめに、補正の関係の公債費の減額でございますが、こちらの関係につきましては、当初予算で組んでおりました総事業費、これらが入札等により積算時より安価にできた関係から、起債額につきましてもそれ相応の減額をさせていただいたものでございます。
　　また、２点目の利率の関係でございますが、こちらの利子の減額の内容につきましては、当初予算積算時の利率は構成市の公債費の借り入れ利率に準じまして積算をしておりますが、借り入れ時の利率が見積もり合わせ等によりまして予算積算時に比べ低くなったため減額となったものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　緊急援助隊の出動経費の関係でございますが、23年度の概算要求の時点ではまだ出ていなかったのですけれども、その後補正されまして、緊急消防援助隊の出動経費ということで補正予算のほうで組まれております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子、再質疑を行います。
　　公債費のほうについては、入札を行って安く抑えてきたと、利率を抑えてきたということは毎回いろんな角度からご質疑申し上げていましたけれども、こういう点で努力しておられるということについては大変本当に結構だと思うのです。ただ、それが中身がどんな状態だったかを答弁を、補正でどういうふうに入札の結果なったかということで、利率の面と借り入れ先ですか、そういうところもちょっと答弁をお願いしたいと思います。
　　歳入のほうなのですけれども、補正予算で予算計上されたと、緊急援助隊の予算計上されたのはわかっているのですけれども、それの国庫補助が来ます、国から来ますと、この部分が、そういう答弁をいただいてあったのです。ですから、その補助金はどうなっているのかなというのが私の今の質疑で、その点を答弁をお願いしたいと思います。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　起債の利率の関係につきましてお答え申し上げます。
　　平成23年度の予算積算時の利率は、償還期間が５年間の借り入れにつきましては1.5％、11年間の借り入れにつきましては2.0％でしたが、実際の借り入れの際の利率につきましては、埼玉県市町村職員共済組合の５年間の借り入れにつきましては0.4％、11年の借り入れにつきましては1.0％、また５社からの見積もり合わせによります銀行等の借り入れにつきましては、武蔵野銀行さんに決定したわけでございますが、５年間の借り入れにつきましては0.49％、11年の借り入れにつきましては1.17％、こんな状況でございました。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　緊急消防援助隊の出動経費の当消防組合の関係でございますが、県に問い合わせたところ、大変出動隊も多く、処理に手間取っておるようだという話は聞いております。国の予算が平成23年度でございますので、年度末か出納閉鎖期間前に交付されるのではないかなというような回答でございました。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　公債費のほうは、大変努力されていろいろ見積もり合わせをして、なるべく低く抑えてきているということは大変結構だと思います。評価いたします。
　　国からの補助金というのがもちろんいろいろありますけれども、この震災を受けて、本来ならば消防予算、防災予算は国が増やすというのが本来の姿で、いろんな、各、多くの人々がお金を出したりとかしていまして、何か変なのはなかなかこれが進まないということです。もっと迅速に、もう１年たつのですから、迅速に本来はもう進んでいいわけなのですけれども、出ないなら出ないでやむを得ないというふうに思うけれども、出ると言われていながら出ないというのは、国の仕事としては非常にこれは問題で、年度末までに、それこそ出納閉鎖までにどうなのかというような中身だというと非常に不安を感じるのですけれども、各、援助するのはお金が来るから援助したということではないとは思うのですけれども、そういったものが出るのなら出るではっきりしたほうがいいので、やっぱり国が命令を出す以上、国がやるということでやってもらいたいというふうに私も思っておりますので、ぜひこれが確実に歳入されますように努力をお願いしたいと一つは思います。
　　もう一つは、さっき答弁がちょっと出なかったのですけれども、耐震性の防火槽についてを、特別枠が組まれるというならば、特別枠から出るのではないかと普通は考えてしまうのです、私たちから見ると。ですから、そこの枠内で、元気な日本をつくる政策というのですから、元気な日本をつくるためには何らかの予算が組まれると、その特別枠でどのぐらいどう見ているのか、これは研究してもらって、ぜひ、これは予算のほうに入ってしまうかもわかりませんけれども、今度は確実にとれるような方法を考えていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
　　以上です。
〇水村義篤議長　要望でよろしい。
〇２番（松村和子議員）　いや、要望ではないです。これはやっぱり、どう努力するかを答弁をお願いしたいし、どうなっているのかはっきりしないので、やっぱりはっきりと、これから国のほうの状況をチェックしておいてもらいたいと思いますので、その答弁をお願いします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　先ほども申し上げたのですが、緊急援助隊の補助金につきましては、年度末か出納閉鎖期間内に交付されるのではないかということでございます。
　　それと、耐震性貯水槽の関係でございますけれども、今までどおり、うちの消防組合といたしましては補助金の申請の要望を行っていく予定でございます。よろしくお願いします。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第４号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第５号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第８・議案第５号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　それでは、平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件について何点か質疑をしていきたいと思います。
　　まず、１点目です。13ページの歳出の関係で、給料のところで職員が195名ということで、前年度は不足の状況があったかなというふうに思います。23年度の状況と新規採用の状況についてまずお聞きいたします。
　　失礼、１項目ずつではないので、申しわけないです。３点ありますので、１回目に聞かないとだめということですね。申しわけないです。
　　２点目です。19ページの関係で、坂戸市消防施設費、備品購入ということで、坂戸市消防団の入西分団の消防ポンプ自動車が計上されています。今回、車庫がないということもありますし、この内容について、ここについてはお伺いをしていきたいと思います。
　　それからもう一点、同じく19ページの関係です。坂戸市は19ページ、それから鶴ヶ島市は20ページに載っていますけれども、坂戸市消防施設費の、先ほどの補正でも関連しておりますけれども、工事請負費の貯水槽の関係です。来年度の予定の地域についてどのようになっているのかお伺いをします。
　　以上３点です。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　数点にわたりますご質問の庶務関係につきましてお答え申し上げます。
　　来年度の職員数195名の内容でございますが、今年度は定数195名に対しまして、２名欠員の193名でスタートいたしました。また、今年度末で３名の職員が定年退職をすることから、退職分の３名と欠員分の２名、合わせて５名の採用を予定し、195名となったものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　はじめに、入西分団１部車両についてでございますが、坂戸市消防団入西分団１部の車両ですが、現在の車両が平成９年に購入以来14年が経過し、ＮＯＸ・ＰＭ法にも該当することから更新するものでございます。
　　次に、平成24年度の貯水槽の設置箇所についてでございますが、坂戸市につきましては、石井地内の県道上井草―坂戸線の拡幅工事に伴い、既存の20立方メートル級貯水槽２基が撤去されることになりました関係で、その近くに40立方メートル級耐震性貯水槽を建設予定です。もう一基につきましては、関間四丁目土地区画整理事業地内の公園予定地に建設予定でございます。
　　鶴ヶ島市につきましては、１カ所は一本松土地区画整理事業地内の公園予定地でございます。もう一基につきましては、高倉地内で昭和47年以前に設置された20立方メートル級貯水槽の１つが老朽化で漏水のため取り壊し、同場所に設置予定でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　では、２度目の質疑をしていきたいと思います。
　　まず、１点目の職員数の関係については、24年度は195人ということで、これで定員割れが解消したということで、これは歓迎をいたします。
　　人員との関係でちょっとお聞きをしたいのですけれども、予算の関係ですので。政府のほうは、2013年から段階的に希望する人全員を65まで雇うという動きが、新聞でもいろいろ出ているというふうに、皆さんご存じだと思うのですけれども、年金の開始年齢が来年、再来年度のはじめから引き上げということで、それに伴う処置をやっています。定年延長なのか、再任用制度なのかという問題はいろいろあると思うのですけれども、本年度予算では特に見て、それについて出ていないわけですけれども、定年延長及び再任用制度についてどのように考えているのか、考えをお聞きしたいと思います。
　　それから、２点目の消防ポンプ車の関係です。ＮＯＸ・ＰＭ法ですか、この関係でということでずっとやってきたかなというふうに思うのですけれども、その法律の該当する車両はあとどの程度残っているのか、この点について２点目をお伺いしておきます。
　　それから、３点目です。貯水槽の関係です。先ほど石井なり関間、一本松、それから高倉ということで、多くは区画整理を中心にという内容に毎年なっているように感じています。特に市街地の設置がほとんどないというか、そういうふうに認識しているのですけれども、市街地の設置状況についてはどのようになっているのか、ちゃんとしているのかも含めてお伺いいたします。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　定年延長または再任用制度についてどのように考えているかのご質問についてお答え申し上げます。
　　ご高承のとおり、年金の受給につきましては、現在の60歳から65歳へと開始年齢が順次引き上げられ、平成25年度の定年退職者から該当になる計画でございます。内容につきましては、２年に１歳ずつ引き上げられ、平成33年度にはすべてが65歳受給となるところでございます。現在の60歳定年におきましては、無収入期間が生じることから、国では定年制の延長も検討されているところでありまして、こういった国の動向等も注視しながら適切に対応するとともに、再任用制度につきましても検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　ＮＯＸ・ＰＭ法に該当する車両でございますが、団車両では来年度の入西１部の車両で終了いたします。常備では、25年度の救助工作車で終了予定でございます。
　　貯水槽の市街地の設置状況についてでございますが、消防組合の貯水槽設置場所の基本的な考えといたしまして、安全面から消火栓と貯水槽の二重化を目指し、市街地及び準市街地につきましては半径120メートルの範囲に、それ以外のこれに準ずる地域につきましては、半径140メートルの範囲に基準以上の貯水槽がない場合、または消火栓がない場合を選定しております。しかしながら、これらの地域につきましては、必要性は理解しておるのでございますが、用地の確保に苦慮しているのが実情でございます。これを補完する手段の一つといたしまして、動く貯水槽ともいえる10トンの水槽車を整備しているとともに、民間開発等での造成された住宅地で開発面積が3,000平米以上のものについて、指導要綱により貯水槽を設置していただいております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　貯水槽の関係については、やっぱり市街地の問題は、お金がかかってなかなか大変だというふうに我々も理解しているわけですけれども、やはり長期的な視野に立って考えていかないと、毎年同じ答弁ではまずいかなというふうに思いますので、よろしくお願いします。
　　１点、３回目の質疑をしたいのですけれども、職員の関係です。定員は満たしているということでいいのですけれども、再任用の関係です。25年、２年後の定年者からは年金が61歳になります。ですから、今58歳ということで、執行部の方はほとんどそういうことになるかなというふうに認識をしているのですけれども、坂戸市、それから鶴ヶ島市においては相当前から、内容は本当に充実しているとは私は思っていませんけれども、取り組んでいるところであります。消防組合だけがやらないでいいということにはならないと思うのです。
　　慎重に検討をというふうに答弁はいただいて、先ほどあったかなというふうに思います。しかし、具体的に特別委員会とかそういうことを設けていかないと、これも来年、再来年ということですぐ期間が来てしまいます。そういうことで、２年後には対処できないというふうに思うのです。そういうことで、１年、２年しかないわけで、その辺について消防長はやはりどういうふうに考えているのか、ちょっと最後にお聞きをしておきたいと思うのですけれども。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　ご質問の再任用の件でございますけれども、これまでも何度か議会におきましてもご質問いただき、定年を迎えました職員が十分にその能力を発揮できる職域等、種々検討してまいりました。今後におきましては、２年後の年金支給開始年齢の引き上げに間に合うよう事務を進めてまいる考えでおりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第５号　平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算につきまして２点ほど質疑をさせていただきます。
　　まず最初に、毎回予算では結構質疑をしてきたのですけれども、29ページの諸収入の中の高速道路救急業務負担金ということでことしも計上されています。毎回、前は余り変わりがなかったり減ったりしていたのですけれども、今回は、平成22年度が478万9,000円が平成23年度に516万9,000円、今年度は533万2,000円と年々増えているということで、大変よかったということで評価しながら伺うのですけれども、今年度はどういったケースで要求していかれるおつもりなのかということでお尋ねをしておきたいと思います。
　　もう一つは、ことしも大変な中で主要事業が結構たくさん組まれています。その中で注目されたのは、予算額は少ないけれども、デジタル式のトランシーバー基地局の設置とトランシーバーの配置だと思うのです。これはやはり、いろいろなものが使えなくなる中で非常に重要な役割を果たすというふうに思いますので、これがどのように新しく買われたものが配備されていくのかということが１つ。
　　同じ備品の購入なのですけれども、備品ではなくて新設購入なのですけれども、高機能消防指令センターの指令装置も更新されるということですが、指令につきましては、配備の充足率50％ということで毎回申し上げてきたので、今回はこれは更新のような説明はありましたけれども、２台になるということを期待して質疑をしたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　ご質問の庶務関係につきましてお答え申し上げます。
　　まず、高速道路救急業務費負担金の関係について、今年度どのように要望するのかというご質問でございますが、この高速道路の救急業務費負担金につきましては、昭和55年12月１日に当時の建設省、自治省、消防庁及び日本道路公団の間で締結をいたしました高速自動車国道における救急業務に関する覚書に基づいておりまして、こちらにつきましては、国のほうから調査が参りまして、関越道に出場した件数等の数値を送りますと、自動的に向こうのほうで計算をされて支弁金が支給されるという性格のものでございますので、特にこちらのほうから要求という行為はございません。
　　続きまして、２点目のデジタル式トランシーバーの関係でございますが、昨年の東日本大震災では、災害現場で活動した消防団員の意見の中に、情報の通信手段である電話回線が麻痺し、苦慮したこと、その通信手段がない中での小型トランシーバーなどの簡易的無線通信機器の有効性が提示をされました。このことは、被災地にとどまらず、当組合管内でも同様でありまして、消防団員相互の連絡がとれずに苦慮し、無線機器等による通信確保の必要性が後日開催された震災発生時の活動発表の場におきましても提起されたものでございます。このことから、大規模災害時における消防団員相互の通信手段を確保する必要性から、携帯型デジタルトランシーバーを配備するものであります。
　　配備の内容につきましては、坂戸市消防団、こちらはトランシーバー本体を20台、防水型スピーカーマイクを18台、また鶴ヶ島市消防団につきましては、各分団に１台ずつと団本部に１台の計５台のトランシーバー本体と防水型スピーカーマイク４台を配備する計画でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　長谷川指令課長、答弁。
〇長谷川正夫指令課長　高機能指令センターの部分更新につきましてお答え申し上げます。
　　高機能指令センターにおきましては、通信指令機器、通信系機器に大別されますが、通信系機器の中に119番通報の受け付け、出動指令、無線通信制御であります。情報系機器の中に、自動出動指令装置、地図検索装置、指令伝送装置があります。国が示す処分年限でありますが、通信系機器におきましては耐用年数９年であります。その中で、情報系機器の耐用年数は５年となっております。これに比べますと、通信系機器におきましては２倍近く稼働することになります。
　　当組合の高機能指令センターにつきましては、平成16年度、総合整備事業としまして完成しまして、今年で７年を迎えます。24時間稼働で累計５万2,560時間が稼働している状況でございます。現在、情報系機器の経年劣化により動作が不安定となりまして、突然のシステムの停止を引き起こすことがたびたび発生したり、今後指令業務に支障を来す可能性が高くなってきておりますので、現在の運用しているコンピューターシステムのソフトサポートが終了しているためでもあります。サポート対応のシステムソフトの更新及び各システムのソフトのバージョンアップが必要な状況であることから、情報系機器の部分のみ更新を行い、指令システムの延命を施す必要があるため、備品購入費として予算計上させていただきましたので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。再質疑を行います。
　　最初に伺った高速道路のは、別に交渉していないというのですけれども、やっぱりある程度やらなければだめだと思うのです。それで、交渉して、何件以上から何件までとかと、それはもう決まっていると、ある程度は毎年決まっていると思うのですけれども、そういった数値をことしはどの程度に、これは見込みですよね、いわゆる予算だから。去年までは実数だと思うのですけれども、実績でいくので、去年の実績でそうすると決めるのかどうか、その点がちょっとはっきりしないので、今の、ことしの予算を組んだ係数を答弁をお願いしたいというふうに思います、もう一回。１つの、高速道路救急業務負担金の533万2,000円の根拠を示してください。
　　それから、もう一つの質疑しましたデジタル式トランシーバー基地局配備ということでは、消防団の中の通信のやりとりというふうに思いましたが、基地局というのはどんな機能が果たせるのか、この基地によってもっと広くトランシーバーがあれば通じるのか、その点ちょっと答弁をお願いしたいと思います。
　　また、高機能消防指令センターの問題なのですけれども、これとこれと連動するかは私もわからないのですが、今日の新聞で、朝霞市が災害や避難情報を携帯に一斉配信ということで、ＮＴＴドコモ、ソフトバンクモバイル、ＫＤＤＩの３社にやったということで、ああ、こういうこともできるのだということが１つ、わかりました。これは、消防組合としては、この情報、新しく指令センターを交換して最新機能になればできるのかどうか、この点についても伺っておきたいと思います。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　庶務関係のご質問についてお答え申し上げます。
　　はじめに、救急業務費負担金の関係でございますが、来年度予算の計上に当たりましては、今年度、23年度の実績に基づいて計上させていただいたものでございます。
　　また、この算定につきましては、救急隊１隊を維持するために要する費用に平均出動件数の割合、さらに年間救急出動件数割り増し率、さらにインターチェンジの数を掛けたものとしての計算で出されるわけでございまして、この救急隊１隊を維持するために要する費用につきましては、原則として当該年度の前年度の再算定後の地方交付税単価相当額ということになっております関係、また年間救急出動件数の割り増し率につきましては、関越自動車道に出動した年間の件数の数によって変わってまいりますので、現在私どもでは25回以上50回未満の1.5という件数に該当しております。そんな関係で金額が出ているということでございます。
　　また、トランシーバーの基地局の関係でございますが、このトランシーバーにつきましては出力が５ワットというものでございまして、鶴ヶ島管内におきましては、鶴ヶ島消防署または鶴ヶ島市役所から全域をほとんどカバーできると、そんな状況でございます。ただ、坂戸市内におきましては、西坂戸から東坂戸に東西に長いものですから、どうしても基地局を１つ設置しておかないとその辺の交信がうまくつながらないという関係から、こちらの消防団事務室に基地局を設けさせていただく、これは簡易型のアンテナでコードを引っ張って消防団事務室のほうに設置をするという内容のものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　長谷川指令課長、答弁。
〇長谷川正夫指令課長　高機能指令センターにつきましては、現在も議員さんのほうにメール等で配信をしておりますが、新しくなりましても部分更新をいたしましても、同じような機能はそのまま続けることができるものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第５号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」について、総括的な形になるかもしれませんけれども、質疑を行わせていただきます。
　　まずはじめに、今回の予算、全体的に消防組合の特徴としては人件費が多数を占めるということでございますけれども、それ以外のものでありますと、例えば消防車両、今回も西分団にポンプ車等の設置がされますけれども、消防ポンプ自動車の設置等が入西の分団のほうにされたりとか、結構一つ一つの単価が高いということもございまして、先ほどＮＯＸ・ＰＭ法にかかわる車両の質疑も出ておりましたけれども、こういった更新計画等に関しましてはどのような形で持たれているのかについて質問させていただきます。
　　また、特にＮＯＸ・ＰＭ法というとディーゼルカーということになりますけれども、ガソリン系の車両等もございますので、そういったことも含めて計画に基づいて行われているのか。これだけの高価なものですから、同時期に重ならないように工夫というか、ちゃんとされているとは思うのですけれども、確認で伺わせていただきます。
　　もう一点は、施設の更新管理についての計画についてお伺いいたします。今回も外壁等の修理が行われておりますけれども、消防組合におきましては、例えばこういった施設一つ一つの防水とか修理とかというのは計画的に行われているのか。また、一つ一つの建物について、いわゆるライフサイクルコストというふうに言われますけれども、はかりながら、大体行政というのは基本的には、雨漏りをすればそれを直す、塗装がはげて、壊れれば直すというような形ではなくて、ある程度計画的にやることによって少ないコストで長寿命ということが望めるということが言われておりますけれども、そういったいわゆるファシリティーマネジメントを考慮して、施設の管理について計画されているのかということについてお伺いをさせていただきたいと思います。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　はじめに、車両整備計画についてでございますが、基準とする使用年数を基準年数として、消防車両につきましては15年、救急車につきましては８年から10年、化学車につきましては17年、はしご車につきましては19年を目安に運用しているところでございます。消防車両につきましては、消防車両の安全基準というのがありまして、そちらのほうでは、使用年数の設定につきましては艤装メーカーが設定して使用者に提示するというようなことになっております。その中で、消防ポンプ自動車は運用より15年というようなモリタからの年数が来ておりますので、そういったことも参考にしております。そのほかにも、走行距離とかポンプの使用時間、また車両の性能等、予算も考慮に入れて毎年度見直しを行っているところでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　施設の管理の関係につきましてお答え申し上げます。
　　施設の管理状況でございますが、これまで建物の状況に応じて必要な修理をその都度行ってきたところでございます。また、ご質問の整備計画でございますが、建物に関する明確な耐用年数等がなく、課税の公平性を保つ目的で設けられた基準でありますところの減価償却資産の耐用年数、こういった年数等も参考にするとともに、改築等には多額の費用を要しますことから、構成市とも十分協議をしながら検討してまいりたいと考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。
　　特に車両関係に関しましては、以前も聞いて、ある程度一覧をつくって計画をなされているということでございます。いろんな環境が、今回もＮＯＸ・ＰＭ法なんていうのは、当初、19年も耐用年数がある車には当然最初は考えられていなかったかなというふうに思っておりますので、そういったものに対応していただきながら、計画的な運用をよろしくお願い申し上げたいと思います。
　　もう一点、施設の管理に関しましては、やはり今の答弁を、簡単に言うと、そういう修理が発生して、それに都度適切に対応しているという答弁でありますから、ある程度、その一つ一つの建物に対して診断をし、それをどうやって長寿命化をしていくかということまでは考慮されていないということでございます。ただ、そういったことがかえって耐用年数を短くするというのも事実でございまして、これは構成市との協議、これは公共施設として、消防組合だけがやればいいということでもございませんし、そういったことを仰ぎながらきちんとマネジメントをするべきではないかなと思いますけれども、改めてお考えを伺わせていただければというふうに思っております。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　施設の関係につきましてお答え申し上げます。
　　ただいまのご指摘をいただきましたとおり、整備計画そのものは私どもでも必要なものと認識はしておるわけでございますが、先ほどもお答え申し上げましたとおり、改築等にはかなりの費用を要しますことから、今後も構成市と十分協議をし、なるべく早目にそういった計画も立てられるように進めてまいりたいと思いますので、検討させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第５号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会中の事務調査について
〇水村義篤議長　次に、日程第９・閉会中の事務調査についてを議題といたします。
　　概要につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　お諮りいたします。本件を閉会中の事務調査とすることにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は閉会中の事務調査とすることに決定いたしました。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１１時０３分
　　　　再開　午前１１時１１分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎発言の訂正
〇水村義篤議長　先ほどの山中議員の質疑に対する答弁につきまして、宇津木警防課長から訂正の申し出がありましたので、これを許します。
　　宇津木警防課長。
〇宇津木三十夫警防課長　先ほど山中議員さんの質疑の中でモリタということを申し上げたのですが、艤装メーカーということに訂正させていただきます。申しわけございませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇水村義篤議長　日程第10・一般質問を行います。
　　通告者は３人であります。
　　順次発言を許可します。
　　６番・山中基充議員。
　　　　（６番「山中基充議員」登壇）
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、これより私の一般質問を行わせていただきます。
　　１、緊急用情報システムＩＣＴ技術活用の状況についてと題してお伺いをいたします。埼玉県では、平成22年12月の埼玉県メディカルコントロール協議会の提言を受け、埼玉県広域災害緊急医療情報システムの機能強化を図っております。県では、先進事例として、佐賀県の通称、愛称９９さがネットの取り組みを参考にしております。これは、佐賀県内のすべての救急車にｉＰａｄを配付し、救急現場の見える化を図る取り組みです。当組合でも通信機器のデジタル化が図られているところですが、埼玉県の取り組みと当組合の状況についてお伺いをいたします。
　　（１）、埼玉県広域災害救急医療情報システムの機能強化の状況について。
　　（２）、当組合の状況について。
　　（３）、９９さがネットと同様な取り組みについて組合のお考えを伺います。
　　続いて、大きな２番としまして、下水道整備と消防団詰所の改築についてお伺いいたします。鶴ヶ島市消防団第１分団のいわゆる詰所は旧役場のわきにありますが、この地域は暫定逆線引きで市街化調整区域から地区計画策定により市街化区域に戻されたところで、次期下水道整備計画の対象地域となると考えられております。下水道が整備されればトイレの水洗化が義務づけられており、当該詰所もその対象となります。また、当該詰所は老朽化をしておりますけれども、昨年消防ポンプ車を新たに更新していただいて、今までより一回り大きい車でありましたけれども、現の詰所にはそのまま配備ということで、大きな改築もいまだなされておりません。
　　そこで、お伺いをいたします。（１）、消防団詰所の状況と整備計画について。
　　（２）、下水道計画の状況と整備計画について。
　　（３）、鶴ヶ島第１分団詰所の改築をお願いいたしたいということで質問をさせていただきます。
　　以上で私の１回目の質問とさせていただきます。
　　　　（６番「山中基充議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　山中議員さんからの２項目６点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。
　　最初に、救急医療情報システムＩＣＴ技術活用に関する３点のご質問でございますが、はじめに埼玉県広域災害救急医療情報システムの機能強化の状況につきましては、埼玉県メディカルコントロール協議会は、埼玉県に対しまして、救急自動車から直接埼玉県広域災害救急医療情報システムにアクセスし、情報を入手したり、医療機関の応需情報を入力したりできるよう、消防機関への情報通信端末機器等の提供を行うよう、システムの機能強化の提言をいたしました。
　　これを受けまして、埼玉県では、情報通信端末機器を救急車に配備するなど先進的な取り組みを行っている他県の状況について研究し、現行システムの改良時期等に合わせ、救急隊の受け入れ医療機関の選定により一層効果的なシステムのあり方等を検討しておるように聞き及んでおります。現在、埼玉県では、県内の消防本部担当者に対しまして、医療情報システムＩＣＴ技術活用事例研究会の開催や現行システムをさらに有効活用するための操作、運用研修会を開催しており、当組合からも担当職員をこれに参加させておるところでございます。
　　次に、当組合の状況についてでございますが、救急隊が朝と夕方の２回、埼玉県広域災害救急医療情報システムからその日の病院情報を得て、救急活動に際し、傷病者の受け入れ医療機関選定を参考とし、受け入れ要請回数または選定時間を減らすための有効な手段の一つとして活用しております。
　　次に、９９さがネットと同様な取り組みについてでございますが、佐賀県で取り入れておりますのは、県内の救急車55台にタブレット型情報通信端末機器、いわゆるｉＰａｄを配備いたしまして、すべての救急隊が救急医療情報を即時化、共有したことにより搬送先医療機関を選定しやすくした救急医療情報システムと理解をしております。このようなシステムは、多くのメリットもあり、非常に有効なものであると考えております。しかしながら、このシステムを生かしていくためには、県下の消防のみならず、医療に携わる者が協力して構築すべきものと考えており、そのためには越えなければならない課題も種々あるものと思います。ただいま山中議員さんからの貴重なご提言をいただきましたので、今後につきましても、埼玉県や埼玉県消防長会、埼玉県メディカルコントロール協議会等の動向に注視していくとともに、これらの必要性について話をし、研究をしてまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、消防団詰所の状況と整備状況についてでございますが、鶴ヶ島市消防団第１分団車庫、詰所につきましては、昭和49年11月に鉄骨ブロック造平家建てで建築して37年が経過いたしております。また、車庫、詰所の整備につきましては、区画整理等で移転せざるを得ない場合以外は、車両の更新時に車両がおさまらない場合等に、消防団の意見を参考にしながら必要な部分の改修等を行うほか、その状況に応じて改修等を実施してきたところでございます。
　　次に、下水道計画の状況と整備計画についてでございますが、坂戸、鶴ヶ島下水道組合に確認いたしましたところ、第１分団の車庫、詰所につきましては、平成26年度以降の次期整備計画場所の候補地となっておりますが、今のところ詳細につきましては決定していないとのことでございます。このため、平成26年度以降に消防団車庫、詰所が下水道組合の整備計画場所となった場合には、速やかに下水管に接続等を実施する方向で検討いたしたいと存じます。
　　次に、鶴ヶ島市消防団第１分団車庫、詰所の改築についてでございますが、第１分団につきましては、平成21年度に最新鋭の水槽つき消防ポンプ自動車に更新配備をさせていただいたところでございます。その際、更新した車両が車庫におさまったこと、また消防団から意見等もなかったことから、現在のような状況となったものでございます。ただ、改築等につきましては多額の費用を要することから、今後、時期をとらえまして、鶴ヶ島市及び消防団並びに地域の意向等を踏まえ、慎重に検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。再質問を行わせていただきます。
　　まず、緊急医療情報システムＩＣＴ技術の活用の状況についてということで、今県下でもそういった動きがあるということで、対応の際にはよろしくお願いしたいと思うのですけれども、今当組合としては、埼玉県が持っている埼玉県広域災害緊急医療情報システムというものがそのまま、朝晩に、要は、救急の担当の職員がそれを見て、大体どこら辺があいているかというのをやって、そしていざ救急の場合には各救急車の中で連絡をとって搬送できるかどうかというのを聞くという、その情報というのは、朝に１回、夜に１回聞いた情報を頭に入れていって、本当にマンパワーで対応しているわけであります。それがタブレット等のそういう、要は、救急車自体にはネット環境とかそういう通信環境もないということで、まさに本当に、言い方は変ですけれども、昭和の時代と余り変わらないようなやり方をされているわけでありまして、今後こういった形で、今の状況を瞬時に知るというシステムというのは遅かれ早かれ導入されなくてはいけないかと思いますし、また今、医療と消防との連合ということで、総務省関係と厚生労働省関係ということで、案外その連携がうまくいっていないとも聞いておりますので、そういったことの連携にもつながっていくという取り組みが県で行われて、最初は県でしっかりと行っていかなければ、当組合だけでできるものではないというのも理解しているのですけれども、そういった際にも常に情報を張っていただいて、そういったときにはしっかりと対応していただきたい、また対応について現場の意見をきちんと伝えていただきたいということで要望とさせていただきます。
　　次に、詰所の問題でありまして、当該の第１分団の詰所というのは、今ご説明というか、答弁にもありましたように、平成21年度に相当いい、立派なポンプ車を入れていただいて、それで、私もその開所式といいますか、お披露目のときにお伺いさせていただきましたけれども、その際には、ちょうど37年たった詰所ですけれども、それが入ったと、入ってしまったと言ったらおかしいですけれども、その際、別に改築を望まなかったというのも、やはり詰所消防団の人は別に、いいところに住みたいとか、そういった意味では割と謙虚に、自分の職務に誇りを持って対応されている方がほとんどですので、あえて必要ないときには言わないという、そういった姿勢が潔いと言ったらおかしいですけれども、見られたのは逆にエピソードかなというふうにもちょっと伺っておりました。
　　いずれにいたしましても、下水道の計画は26年度からスタートということで、この下水道の計画に関しては５カ年で計画されて、今のところ、されたら少しずつ前倒しにそれが整備がなされております。割と、やりますと、１年間に30ヘクタールぐらいの地域が整備されておりまして、当該地区はもともと鶴ヶ島の町役場があった場所でもございますし、いろいろな課題を抱えながら、逆線引きで調整区域になっていたのを市街化に、県の暫定逆線引きの制度がなくなりましたので、あえて市街化に戻すということで取り組まれて、その一つの大きな原動力となったのは、やっぱり下水の整備もそれによってなされるということであったようでありまして、そういった意味では、多分、今回、次の計画には必ず、しかもある程度優先順位が高く整備計画にのってくるだろうと。
　　こういった詰所等の整備に関しましては、基本的に設計に１年、建築に１年ということでございますし、そういったことも含めていきますと、下水が入った、要はいわゆるぼっとん便器のままという状況、水洗化もされていないようなところでございまして、下水が来た場合には速やかに接続というのはありますが、そういったことも含めて、先ほど予算のときに質疑させていただいたのと重なりますけれども、早目に計画をつくって、そして対応しないと、さあ予算を組もうと思ったら、予算のお願いから翌年度には設計、翌年度には施工ということになると、３年ぐらい時間がやっぱりずれたりしますので、今から26年といってもそんなに遠くない未来ですので、整備のほうをお願いしたいと思いますけれども、組合の考えをお伺いさせていただきたいと思います。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　今後につきましては、下水道組合とも十分な連携を図りまして、構成市と十分協議をしながら適切に対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　次に、５番・藤野登議員。
　　　　（５番「藤野　登議員」登壇）
〇５番（藤野　登議員）　５番、藤野登です。私は、消防力の強化について一般質問します。
　　3.11、東日本大震災より間もなく１年を迎えようとしています。地震に対する危機感が高まっている中で、最近新たな予測が発表されました。マグニチュード７―９クラスの首都直下型地震が発生する確率が４年以内で70％とする衝撃的な内容でした。このことも含め、防災に関する危機意識は全国的に一層高まってきました。
　　このような中、消防行政は、大規模化する災害等から市民の生命や財産を守り、市民の安心、安全を構築する一使命を担っています。坂戸・鶴ヶ島消防組合管内においても、大規模災害に即応できる災害対応力や警防力、また救急体制を確立することが喫緊の課題となってきました。また、そこには高齢化という時代のハードルも重なります。消防力整備計画とは、市民の生命、身体及び財産を火災や事故等から守るため、消防署の整備や消防部隊の配置、救急高度化への対応、火災予防体制の充実、消防通信の高度化など消防力を強化するための計画であります。
　　そこで、質問いたします。１点目に、本組合として消防力整備計画はどのように策定されているかお伺いいたします。
　　続きまして、２点目に、本組合管内には、１級河川や高速自動車道、また鉄道、さらには高層住宅という、いわば複合的な大規模災害が想定される地域であり、大規模災害時には高度な技術も要求されます。
　　そこで質問ですが、本組合にはいわば特化したスペシャリストを養成することも必要ではないかと考えます。この考えに基づく、坂戸、鶴ヶ島特別高度救助隊、または坂戸、鶴ヶ島特別消防隊の創設についてご見解をお伺いいたします。
　　以上で１回目の質問を終了いたします。
　　　　（５番「藤野　登議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　藤野議員さんからの２項目にわたりますご質問についてお答え申し上げます。
　　最初に、消防力整備計画の策定についての件でございますが、国の消防力の整備指針に定める施設及び人員を目標とし、坂戸市並びに鶴ヶ島市のローリング方式による実施計画との整合性を図りながらこれを策定し、実施しているところでございます。この中の車両整備計画につきましては、安全基準等に基づき、基準年数を設けて策定し、消防力の維持向上に努めているところでございます。
　　次に、特別高度救助隊または特別消防隊についての件でございますが、当消防組合では、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令によりまして、昭和59年から救助工作車を配備し、さらに職員の中から特別な知識、高度な救助技術を身につけた消防隊員を選抜し、昭和62年に特別救助隊を設置し、現在に至っております。また、平成16年の新潟県中越地震及び平成17年の兵庫県尼崎市列車事故等を踏まえ、平成18年にこの省令改正が行われ、以前からある救助隊及び特別救助隊に加え、その規模により中核都市以上に高度救助隊を、特別区や指定都市に特別高度救助隊を設置することとなりました。現在、当消防組合では、隊員を消防学校の救助課程、救助に必要な各種研修への派遣及び救助資機材の取り扱い資格の取得等、特別救助隊員としての専門教育や訓練を行い、隊員の資質向上に努めているところでございます。これに加え、今回の震災による派遣で得た貴重な体験を今後の救助活動に生かしていきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　５番・藤野登議員。
〇５番（藤野　登議員）　それでは、再質問いたします。
　　１点目に、本組合の大規模災害時の対応についてどのようにお考えかお尋ねいたします。
　　２点目に、具体的に消防力の強化として、本組合に特化した、いわゆる消防スペシャリストを養成することについてお伺いいたします。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　最初に、大規模災害時の対応についての件でございますが、今回の東日本大震災の災害派遣では、現地におきまして我々の想像以上の過酷な環境でございましたので、これを踏まえ、隊員の装備、心の問題あるいは後方支援のあり方等について検討し、これらの整備充実に努めておるところでございます。また、以前から市民の方々にお話をしてまいりました、自分の身は自分で守るとの思いを一層強く感じさせられましたので、あらゆる機会をとらえてこれを訴えていくとともに、自治会、自主防災組織及び消防団との連携をさらに強化していきたいと考えております。
　　さらに、今回のような大規模災害の対応は、一地域の消防だけではなく、総力を挙げてこれに対応していかなければならないことも再認識いたしましたので、近隣消防、埼玉県あるいは緊急消防援助隊等の協力体制がますます強固なものとなるよう努めるとともに、両市をはじめとする他の機関との連携もさらに強めていきたいと考えております。これらにより、自助、共助、公助の連携をますます強固なものとし、17万市民の安心、安全の確保に万全を期したいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、消防力の強化として、本組合に特化したスペシャリストを養成する考えについての件でございますが、近年、都市構造の変化に対応するため、日ごろから種々の研究等を行っております。例を幾つか申し上げますと、地震等で倒壊のおそれのある建物から救出をするため、この建物の主要部の補強を行う手法でありますショアリング、鉄筋コンクリートの建物で検索及び救出をするため、開口部を作成する手法でございますブリーチング、あるいは登山で使用する装備を使用して救助する都市型救助など新たな技術の研修も取り入れ、特別救助隊員を中心にこの技術の向上に努めておるところでございます。今後も、これらの研修等に職員を積極的に参加させ、個々の能力の向上を図りつつ、現在の限られた人員と装備を最大限に活用し、最大の効果を上げるべく努力してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　５番・藤野登議員。
〇５番（藤野　登議員）　おおむね了解いたしました。必要な機材で限られたという部分の答弁がございました。必要な機材があれば、どんどんやはり予算措置をして要求すべきであるのではないかと、まして本組合におかれましては、今回災害救助派遣ということで被災地にも行かれておりますので、そのような教訓を一つのベースとして考えていただければなというふうに思います。
　　それでは、最後に情報伝達についてお伺いいたします。大規模災害時には、道路が寸断されたり、家屋の倒壊等の状況下で災害状況をいち早く把握するためには現場に入ることであります。四輪等では、現場に入るのは非常に困難な状況も想定されます。そのようなときに、いわゆる細かい細道、裏道の進入が可能となる、いわゆる赤バイ等も、実は上田市等では早々に導入され、また全国的にもこの赤バイと称するような、いわゆるバイク隊も創設されました。しかしながら、このバイクについてもいろいろなまた条件等もあるのも事実でございます。
　　私も、昨年の3.11直後より被災地に何度か入りました。瓦れきの散乱したところに車両が入れない地域を目の当たりにした次第でございます。しかしながら、正確な被災地情報の把握が第一であると実感したところであります。
　　そこで質問ですが、被災地状況の早期把握等の手段についてお伺いいたしまして、私の一般質問を終了いたします。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　大規模災害発生時の情報伝達、特に被害情報の収集につきましては、東日本大震災の際、当管内におきましても、その大きな手段の一つでございます携帯電話の使用が大きく制限されましたことから、その依存度が高かったゆえに苦慮したことも事実でございます。このようなことから、今後におきましては、自主参集する職員の途上での情報収集をさらに強化するとともに、全消防団車両へデジタル式トランシーバーを積載し、管轄地域の情報が確実に収集できるよう努めたいと考えております。さらに、埼玉県防災行政無線電話による関係機関との情報の共有化を図り、災害に対応してまいりたいと考えております。
　　また、これらの情報収集に赤バイが有効ではないのかとの件でございますが、地震等で道路に瓦れき等が堆積し、消防車などの走行が困難な状況の中では、悪路や狭隘道路の走行ができるバイクは、その機動力を生かし、情報の収集や連絡など有効と考えております。しかしながら、赤バイを運用いたしました他の消防本部では、出動した際に事故を起こした事例等、また隊員の安全管理上にも問題があるため、災害対応としての運用を取りやめたり、あるいは現在ではイベント等に使用する程度になってしまっている、このような例もあると聞いております。このようなことから、現時点におきましての導入に関しましては、他の消防本部の動向等も踏まえ、さらなる研究が必要と考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　次に、２番・松村和子議員。
　　　　（２番「松村和子議員」登壇）
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより２問にわたります一般質問を行います。
　　まず最初に、防災計画の見直しと消防の役割についてということでご質問いたします。東日本大震災から１年が経過しようとしていますが、いまだに復興からはほど遠く、特にレベル７の東京電力福島第一原発の事故による影響は大きく、埼玉県でも被害が続いています。そのため、放射能から市民を守る対策が各自治体で実施されてきたところです。またあわせて、地域防災計画の見直しが必要となっています。こうした状況下における坂戸・鶴ヶ島消防組合の果たす役割はますます重要となってきています。
　　そこで、お伺いいたします。（１）、各市町村の防災計画の見直し強化に対して、消防組合としてどのようにかかわっていかれるのか。
　　（２）として、高齢者、障害者の避難支援計画が作成されておりますけれども、消防組合はどう対応するのか。
　　（３）として、救命バイクの必要性と導入についてをお尋ねしておきたいと思います。
　　２番目の質問では、鶴ヶ島市消防団についてということでお伺いいたします。消防出初め式を年のはじめを皮切りに年末まで、出動はもとより各種行事への参加で、日ごろの訓練の状況が市民にも伝わって大変信頼をされているところです。こうした消防団の拠点となる場所の安心、安全は不可欠なものとなっています。
　　（１）として、鶴ヶ島市第１分団の消防車庫、詰所の耐用年数と耐震状況について。
　　（２）として、今後の災害に備えた新築計画についてお尋ねしておきたいと思います。
　　以上です。よろしくご答弁をお願いします。
　　　　（２番「松村和子議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　松村議員さんからの２項目５点にわたりますご質問に順次お答えいたします。
　　最初に、坂戸市並びに鶴ヶ島市の防災計画の見直し強化に対して、消防組合としてどのようにかかわっていくかについての件でございますが、地域防災計画の見直しは、それぞれの市の防災会議におきまして計画の作成及びその実施を推進することが定められており、消防長もその防災会議の委員として選任されておりますので、消防の立場からこの見直しや強化について意見を述べることができることになっております。
　　昨年発生いたしました東日本大震災では、今までにない甚大な被害が発生し、当消防組合も初めて緊急消防援助隊埼玉県隊の一員として職員を派遣いたしました。その際に出動した隊員のみならず、送り出した側にとりましても多くの貴重な体験をいたしました。今後、両市におきまして地域防災計画の見直しがされることとなった場合は、これらの経験を生かした提言を行いたいと考えております。また、大規模災害に対応するため、研修等を含め、職員個々の知識、技術の向上及び隊としての訓練はもとより、消防相互応援協定等に基づく連携した訓練に積極的に参加し、消防力のなお一層の向上に努力したいと考えているところでございます。
　　次に、高齢者、障害者の避難支援計画が策定されているが、消防組合はどう対応していくかについての件でございますが、鶴ヶ島市では平成21年４月から、坂戸市では平成22年９月からそれぞれ開始された災害時要援護者登録制度により希望者を登録し、この情報が消防組合へ提供されております。これによりますと、鶴ヶ島市では平成23年７月22日現在で450名、坂戸市では平成23年３月１日現在で159名、計609名となっております。当消防組合では、自治会及び自主防災組織が作成する災害時要援護者の避難支援計画が有効に運用できるように、避難方法等の習得について自治会等が実施する消防訓練及び防火講習会を通じて図っていくとともに、両市及び関係機関と連携し、要援護者の安全確保のため努力してまいりたいと考えております。
　　次に、救命バイクの必要性と導入についての件でございますが、救命バイクは、その機動力を生かし、道路狭隘地や交通渋滞等の場合に救急車の到着よりも早く応急処置が行えることが考えられ、平成15年10月の議員研修の際にも、太田市の消防本部でこれを見学していただいた経緯がございます。しかしながら、近隣では導入している消防本部もなく、運行する際は安全なバイクの操縦に加え、救急車では分担して行っている経路の選択、措置の手順の確認及びその資機材の準備等が全くできないか１人の負担になりますので、現行の体制の維持強化に努めるとともにさらに研究してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　続きまして、鶴ヶ島市消防団についてのご質問の中で、鶴ヶ島市消防団第１分団の車庫、詰所の耐用年数と耐震状況についてでございますが、第１分団の車庫、詰所は昭和49年11月の建築以来37年が経過しております。耐用年数の関係につきましては、課税の公平性を保つ目的で設けられた基準に当てはめますと、構造、用途がれんが造、石造またはブロック造のものに該当するため、この耐用年数が41年ということになります。また、耐震状況でございますが、昭和56年６月の建築基準法の大改正により新耐震基準が設けられたわけでございますが、それ以前の建物であることは確認しております。
　　次に、今後の災害に備えた新築計画についてでございますが、改築等につきましては多額の費用を要しますことから、今後、時期をとらえまして、鶴ヶ島市及び地元並びに消防団の意向等を踏まえ、慎重に検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。再質問を行います。
　　まず、一番最初の防災計画の見直しと消防の役割についてですけれども、今回の東日本大震災の緊急消防隊派遣の経験などを生かして提言をしていきたいということで、大変前向きに考えられているようでございますが、全部でなくてもいいですけれども、大体、こんな点はどうしても譲れないというような、やっぱり体験を通じたものというのは大事なので、その点について幾つかご答弁いただければと思いますので、もう一度答弁をお願いします。
　　２つ目の高齢者、障害者の避難支援計画なのですけれども、恐らく秘密保護法の問題があって、全員ではないと思うのです。申告した人だけということになるのではないか、ですから鶴ヶ島は450で、坂戸市159と、随分、人口の割には要援護する障害者、高齢者が少ないのではないかなというふうに思われますけれども、この点についてはやはり、消防団の問題ではありませんけれども、市町村で確実に毎年実施していかないと、ずっと、３年たっても同じで、もうその人がいないかもしれないというようなところまで保管していくことになるので、絶えず更新が必要ではないかというふうに思われます。これは、坂戸、鶴ヶ島のほうにも当然こうしたことはちゃんとやっていただくようにしていただくことが大事なのですけれども、消防としてもそういったことを踏まえて、やはりきちっと消防のほうからのチェックも入れていただきたいというふうに思います。
　　また、高齢者、障害者が瞬時に、どこにいて、そこから連絡が入ったらすぐに行かれると、市内でもいろんな通報でありますけれども、こういった通報システムになっているのかどうか、その辺の点がちょっと私も確認不足だったので、こうした609名ですか、の方の場所、そういうものが入力されているというふうには思いますけれども、答弁をお願いしておきたいと思います。
　　３の救命バイクの問題ですけれども、藤野議員からもご指摘がございましたので、同じような質問が出るということは、やはり災害時にも救急時にも大変バイクが有効な面があるということだと思います。答弁は今後研究というようなことでされておりますけれども、私も、群馬の太田市のほうの５分の壁に挑戦というので、普通の救急隊は６分を超えるということで、どうしても５分の壁に挑戦したいのだというので、この救命バイクを導入したという経緯があるようでございます。救急医療の最前線としての消防の果たす役割というのは非常に今重要なわけで、ふだんからやはりこうした活動をしていく中で、救急時にもいわゆる災害時にも対応できるというふうに思います。
　　ですから、救命バイクを当面は配備しながら、そうした、交通渋滞が今激しいですから、なかなか、昼間は幾らかいいのですけれども、夕方になってしまうと、とてもではないけれども、動きが１時間ぐらいとれないところもあるのです、自動車だと。そういうところに救急車が突っ込んでいくといっても、なかなか難しいというような交通事情もあるのです。そういった点からも、救命バイクの必要性がそろそろ出てきていると通常でも思います。
　　それが１つと、先ほど言われた災害時にも活躍できるということで、普通の消防車が入れないような災害になった場合にはどうしてもやっぱりバイクも必要になってきて、けがとか云々とかと、答弁を先ほどされていたようですけれども、ふだんからこういったことになれていくということはけがをなくすことに通じると思うのです。だから、ぜひ研究を早目にしていただかないと、震度７クラスの直下型地震が首都圏に４年以内に70％あるいは京都大学ではもっと長いけれども、そういう話が舞い込んでくる中で、やっぱり市民の安心、安全をどう守るかということでは必要ではないのかなというふうに私も考えたので、この点についてご答弁をお願いしたいと思います。
　　次に、鶴ヶ島市の消防団のことについてなのですけれども、これはもう３年以上前に質問いたしまして、ああ、建てかえできそうな感覚だなと思っておりましたら、車が入ったのでやめましたと言われてがっかりしてしまって。今回、年末の警戒のときにお伺いしたときにも、やはり非常に、ちょっと古い建物で、この前行ったときはトイレにも電気がつかなかったのです、夜で。非常に危ない感じがしまして、男の人が多いからいいのではないかなとは思ったけれども、そんなものではないと思うのです。
　　それで、１つには、新耐震基準以前のものだということで、どんなのを今、耐震状況、耐震診断していないのではないかと思うのです、この調子でいくと。やはり、耐震診断もしていない……
　　　　（「平家だから」の声）
〇２番（松村和子議員）　してあります。してあればいいのですけれども、やっぱり危ないと思うのです。耐震補強はもちろんされていない、耐震診断もされていない建物を消防がやはりそこの拠点として使うということについては、これはもう早目に対応していかなくてはいけない問題だと思います。
　　先ほどの山中議員からも質問もありました。あわせて、ぜひこういった危険だという、そういう面から、耐震の面からも、早急に耐震診断を行って建設の計画を立てるということにつなげていく必要があると思いますので、答弁をお願いしたいと思います。これは、１番、２番、同じ中身なので、ぜひ新築でお願いしたい、改修ではなくて新築でよろしくお願いいたします。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　逐次お答え申し上げます。
　　まず、消防計画の策定の関係でございますけれども、消防力の強化というものを中心に考えております。その１つにつきましては、消防資機材の整備、これにつきましては、昨年参りました陸前高田は非常に寒冷地でございましたものですから、それに対する装備等、これを充実しようというふうに考えております。また、続いて消防水利でございますけれども、以前から計画的に設置いたしました貯水槽の設置、これらを継続していきたいと考えております。
　　また、消防団につきましては、先ほどもお話を申し上げましたが、トランシーバー等を購入いたしましたので、これらを有効に活用し、情報の伝達、収集に努めたいと考えております。それからもう一つは、派遣が長期にわたりましたものですから、後方支援、これらにつきまして再度検討いたしたいと、このように考えております。
　　続きまして、要援護者の関係でございますけれども、これにつきましては、両市からそのデータをいただいております。これを指令台に入れておるかと、このようなことでございますが、これにつきましては、そのほかにも膨大な資料がございますものですから、これは各署所の管轄といたしまして、これに対応しているところでございます。また、この情報等につきましては、各消防団から消防署と連携をいたしまして、ひとり暮らし、寝たきり老人等に回っておりますが、その際から細部の情報が得られればと、このように考えております。
　　また、バイクにつきましては、メリット等は当然あるわけでございますけれども、それに伴いまして越えなければならない課題も多くありますところから、今後研究してまいりたいと考えております。
　　続きまして、消防団の車庫、詰所の関係でございますけれども、耐震診断は現在までのところ実施しておりません。これは経費等の関係もございますので、今後構成市と協議しつつ、適切に対応していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　松村です。再々質問を行います。
　　ただいまご答弁いただきまして、ぜひ積極的に、またほかにもあると思うので、東日本大震災からの経験を生かした提言などを行って、ますます頑張っていただきたいと思います。
　　この中で、特に高齢者、障害者の避難支援計画というのは、いわゆる障害者側の運動というのは全国的に随分進んでいまして、今回の障害者計画、また福祉、違った計画が立てられるわけですけれども、その中でも災害の問題では非常に、一般の人も厳しいわけですから、おろそかにされてきて、障害者の方がいまだに、１年たっても、何人いてどういうふうになってしまったのか全くつかみ切れない、そういう深刻な状態があるということで、本当に、自治体もなくなってしまったところもあるわけですから、無理もないのですけれども、それでも障害者の人から見ればそういう状態なのだと、災害が起きるということは、弱い者はもっとどうにもなくなるという声が随分強く出ております。
　　そういうことから見ましても、今聞きましたら、やっぱり両市の消防団にお任せしているような感じなのですけれども、やはり中枢部がいろんなデータがあるから、それは何かやっぱり入っていないような気がしたのです、今の答弁では。入力されていないというふうに見られるのですけれども、そうなりますと、やはりどこに障害者の方がいてどうかという入力がされていないということは一目瞭然で、出てこないということですよね、コンピューターで。入力されていれば出てくるのですけれども、出ていないと、それはやっぱりちょっと問題ではないかなというふうに私はお伺いして感じました。やはり、高齢者、障害者避難は優先ということで、ぜひ一定度掌握できるように、一目瞭然な形でやっていただきたいというふうに思いますので、ご答弁をお願いしたいと思います。
　　また、救命バイクの必要性は重々お感じになっていらっしゃるというふうに思います。ただ、今後負担となるし、いろんな問題もあるというので、ほかもやっていないというような答弁も、私ではないのですけれども、出ていましたけれども、ほかがやっていないからやらなくていいのではなくて、やはり坂戸・鶴ヶ島消防がその先進をいくのだというぐらいの気構えを持ってもらえればというのが市民の気持ちであるし、議員のほうの一般質問での気持ちでもありますので、ぜひ前向きに、研究しているうちに時間がたちましたではなくて、やっぱり実施に向けた研究をお願いしたいと思いますので、ご答弁をお願いします。
　　最後の鶴ヶ島市の消防団なのですけれども、耐震診断もこれから実施するということについては一歩前進ということで、ありがたいと思っていますが、これによって、新耐震基準にもちろん合っていない前の建物ですので、その結果が早期に判明できるようなスピードのある耐震診断の実施をお願いして、その結果の新築をぜひよろしくお願いしたいと思いますので、ご答弁をお願いします。
　　以上です。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答えいたします。
　　先ほどの答弁で少し誤解が生じたようであれば、まことに申しわけなかったと思うのでございますけれども、消防団を頼りにするというわけではありませんので、消防団とも協力しながらこれを、その情報収集に努めていきたいと、このように申したつもりでございます。もし誤解が生じたようであれば申しわけございませんでした。
　　また、救急のバイクにつきましては、メリット等は理解しておりますけれども、それを導入するに至りますと、なかなか越えなければならない課題等もございますので、これらを今後研究してまいりたいと、このように考えております。
　　消防団車庫、詰所に関しましては、今後、構成市ともよく協議をいたしまして適切に対応してまいりたいと、このように考えておりますので、よろしくご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　以上で一般質問を終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇水村義篤議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　　議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げる次第でございます。
　　立春も過ぎ、梅の開花の便りも聞こえてまいりましたが、まだまだ余寒の続く折でもございます。議員各位にはくれぐれもご自愛をいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようにお願いを申し上げまして、閉会のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇水村義篤議長　伊利管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議長からお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして御礼のごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様方におかれましては、大変ご多用の中、平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会に全員の方のご出席を賜りまして、「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ提出議案５件につきまして、慎重ご審議の上、いずれも原案どおりのご議決をいただきまして、心から厚く感謝を申し上げる次第であります。
　　それでは、11月議会定例会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。
　　はじめに、各種事業についてでありますが、１月８日には千代田公園を会場に「平成24年消防出初め式」を挙行いたしました。議員皆様方におかれましては、消防職・団員及び関係９団体の参加者並びに一般市民の見学者を含め総勢約1,400人の出初め式となり、大きな成果を上げることができました。
　　次に、火災件数でありますが、昨年１月から12月までの１年間の総数は60件で、前年と同数となっております。このうち建物火災は27件で、前年と比較いたしますと８件の減となっております。なお、本年１月は２件で、前年と比較いたしますと７件の減となっております。
　　次に、救急出場件数でありますが、昨年１年間の総数は6,369件で、前年と比較いたしますと144件の増となりました。これを月平均にいたしますと530.8件、また１日平均では17.4件となります。また、本年１月は571件で、前年比31件の増となっております。
　　本年は、昨年３月11日に発生いたしました東日本大震災のような未曾有の大規模災害がないことを望むものでありますが、今後、東海、東南海、南海地震の各巨大地震の連動発生や首都直下型地震の発生についても危惧をされているところであります。また、昨年は、台風12号、15号等の記録的豪雨により、紀伊半島をはじめ日本全国で大きな被害も発生をいたしました。私どもは、火災をはじめとするこれらの自然災害等の災害態様も複雑多様化の傾向にあることから、今後におきましても、各種災害から市民の生命、身体及び財産を守っていくために万全を期してまいる所存でありますので、議員各位には変わらざるご支援、ご指導を願ってやまない次第であります。
　　ここに、議員皆様方のご理解とご協力をいただき、滞りなく本日の定例会が終了できましたことに対しまして、衷心より御礼を申し上げるものであります。
　　立春を過ぎたとはいえ、まだまだ寒い日が続いておりますが、議員各位におかれましては、ご健康にご留意され、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、御礼のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後　零時０３分）
〇水村義篤議長　これをもちまして、平成24年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
